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	ABOUT
	EPOとは
	ESDセンターとは
	EPO（Environmental Partnership Office：環境パートナーシップオフィス）は、環境教育等促進法第19条に基づく拠点機能として、環境省が全国8ヵ所に設置し、民間団体と協働で運営しています。
	また、GEOC（地球環境パートナーシッププラザ）と各地方のEPOが連携して、環境政策と地域活動のパートナーシップを繋ぐ役割を担っています。
	ESD活動支援センター（全国･地方）は、ESD国内実施計画に基づき、文部科学省と環境省が共同で設置しました。地域ESD活動推進拠点と共にESD推進ネットワークを形成し、持続可能な社会の実現に向け、ESDに関わるマルチステークホルダーが、地域における取り組みを核としつつ、様々なレベルで分野横断的に協働・連携してESDを推進しています。
	中国環境パートナーシップオフィス（通称：EPO(えぽ)ちゅうごく）は、2005年に開設して、持続可能な社会を構築するために、中国地方の市民、NPO/NGO、教育機関、企業、行政等と協働し、環境保全活動の促進や地域循環共生圏の創造、ESDの推進に取り組んでいます。
	中国地方ESD活動支援センター（通称：中国地方ESDセンター）は、2017年に開設して、情報の収集･発信、ESD支援体制の整備、ネットワーク形成と学び合いの促進、人材の育成の4つの機能を基に、SDGs達成に向けた学び合いや地域づくりを支援しています。

	第7期（2023～2025年度）の業務は、環境省中国四国地方環境事務所と特定非営利活動法人ひろしまNPOセンターが協働で運営しました。
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	SDGsと気候変動教育を推進するための担い手育成
	また、気候変動を切り口として、社会を変えるために実践できる人づくり、脱炭素地域づくりと連動した教育実践、多様な価値観と対話による協創、気候変動対策（緩和と適応）を両立させる教育を推進するため、学校・社会教育拠点・ビジネスセクターを主なターゲットとして、個人の変容から社会の変容に向けてフォーカスした「ESDネットワーク×気候変動教育」のアクションを支援すると共に、ESD活動による教育の効果を可視化・評価する業務を展開する。
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	をテーマとして、一年に一度「環境」に関わる多様な立場の方々が集い、その年ならではの新たな出会いやつながりが生まれています。EPOちゅうごくは実行委員会のメンバーとして、全体運営や分科会
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	・金融機関が集いました。主催者である山口県と運営事業者である株式会社YMFG ZONEプラニングとの連携により、EPOちゅうごくの取組紹介や意見交流のファシリテーターを務めました。
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